
Design	Color	
Yellow	
R	249	G	190	B	0	

Orange	
R	236	G	108	B	0	

Pink	
R	230	G	49	B	120	

Lavender	
R	200	G	78	B	150	

Violet	
R	145	G	72	B	151	

Purple	
R	105	G	48	B	141	

Sky	Blue	
R	0	G	184	B	238	

Blue	
R	0	G	77	B	160	

Yellow	Green	
R	126	G	191	B	65	

Green	
R	0	G	157	B	98	

Turquoise	
R	0	G	176	B	168	

Dull	Tone	
Yellow	
R	186	G	142	B	0	

Orange	
R	177	G	79	B	0	

Pink	
R	174	G	31	B	91	

Lavender	
R	151	G	55	B	115	

Violet	
R	110	G	50	B	116	

Purple	
R	79	G	29	B	109	

Sky	Blue	
R	0	G	140	B	180	

Blue	
R	0	G	56	B	125	

Yellow	Green	
R	93	G	145	B	46	

Green	
R	0	G	121	B	74	

Turquoise	
R	0	G	134	B	128	

Brand	Color	
Ryukoku	Red	
R245	G0	B0	

Ryukoku	Gray	
R176　G191　B200	

Sub	Color	
Gray	
R113　G113　B113	

Blue	Gray	1	
R98　G122　B134	

Blue	Gray	2	
R150	G169	B179	

Blue	Gray	3	
R203	G213	B220	

Blue	Gray	4	
R229	G235	B238	焦点を絞った抑止戦略は、様々な措置(「プリング・

レバー(PulingLevers)」)を適用するだけでなく、
対象となる犯罪者に社会サービスやコミュニティリ
ソースを集中させ、犯罪者に注意を喚起することで
特定の犯罪問題を解決する。これらの戦略は犯罪の
削減に成功している。 

焦点を絞った抑止戦略「プリング・レバー」は、 
犯罪を減らすのに効果的である 

 
このレビューは何を調査したのか？ 
「プリング・レバー」という抑止力に焦点を当てた
戦略は、ギャング、薬物市場、特定の暴力を防ぐた
めの警察活動の枠組みである。このアプローチは、
殺人など特定の犯罪問題を選択することからなり、
法執行機関、社会奉仕、および地域に根ざした実務
家からなる省庁間作業部会を招集し、主要な犯罪者、
グループ、行動パターンを特定するための調査を実
施する。そして、暴力行為が継続しないように、制
裁のさまざまなメニュー(「プリング・レバー」)を
使用し、犯行者および犯行者グループへの対応の枠
組みを決定し、法執行機関の予防活動に合致するた
めに、対象となる犯罪者や団体に社会サービスと地
域社会のリソースを集中させ、犯罪者と直接対話し
て、なぜこの特別な処分を受けているのかを理解さ
せる。このような警察活動の枠組みはアメリカの多
くの都市で採用されている。 
 
 
どのような調査が含まれているか？ 
対象となる調査は、プリング・レバーに焦点を当て
た抑止戦略の中核的要素を持つプログラムをテスト
し、比較グループを使用して犯罪結果への影響を分
析した。アメリカの中小大都市で実施されたプリン
グ・レバーに焦点をあてた抑止的介入を検証した10
の調査が含まれていた。 

焦点を絞った抑止戦略「プリ
ング・レバー」は、犯罪を減
らすのに効果的である 

このレビューの目的は何か？ 
このキャンベル系統的レビューは、犯罪を
減らす際に「プリング・レバー」と呼ばれ
る焦点を絞った抑止戦略の有効性を評価す
る。このレビューでは、10件の調査の結果
がまとめられており、そのすべてが米国内
のプログラムのエビデンスを報告している。 
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このレビューの主たる結果は何か？ 
プリング・レバーの焦点を絞った抑制戦略は、中程
度の犯罪削減効果に関連している。10件中9件が統
計的に有意な正の効果を示した。すべての調査にお
いて、統計的に有意な中程度の平均効果がある。 
 
 
 
ギャングやグループ（に対する） 
介入プログラムが最も効果があった 
 
ギャングやグループの介入プログラムが最も効果が
高く、薬物市場の介入プログラムが次に高いが、リ
スクが高い個人プログラムが統計的に有意ではある
ものの、効果は最も小さかった。対象となるすべて
の調査では、無作為化されていない実験デザインが
使用されており、影響が過大になる危険性がある。
しかし、効果の大きさは、これらのプログラムの有
効性について合理的な確信を得るのに十分な大きさ
である。 
 
 
このレビューの結果は何を意味するのか？ 
プリング・レバーに焦点を絞った抑止戦略は、犯罪
を減らすのに効果的であると思われる。ただし、こ
れらのプログラムの有効性をテストするために、よ
り厳密なランダム化比較試験を実施することが推奨
される。 

 
 
 
 
 
 
このレビューはどのくらい最新のものか？ 
 レビュー著者は、2010年9月までに発表
された研究を検索した。このキャンベル系
統的レビューは、2012年4月に出版された。 
 
キャンベル計画とは何か？  
 キャンベル共同計画は、系統的レビュー
を出版する国際的かつ自発的な非営利研究
ネットワークである。我々は、社会科学と
行動科学において、プログラムについての
エビデンスの質を評価しまとめている。
我々の目的は、人々のより良い選択と、よ
り良い政策決定を支援することである。 
 
この要約について 
この要約はキャンベルシステマティックレ
ビューの‘The Effects of “Pulling 
Levers” Focused Deterrence 
Strategies on Crime 著者Anthony A. 
Braga and David L. Weisburd (DOI 
10.4073/csr.2012.6).を基にした。
Tanya Kristiansenは要約を設計、編集し
た。この要約の作成のためのAmerican 
Institutes for Research（AIR）からの財
政的支援に感謝の意を表します。 
 
 

	Shane	T.	McCoy	/	US	Marshals	
Operation	Triple	Beam	2.0 


